













ている。1991年 4 月 1 日の設立以来，現在に
至るまで30000人以上の有資格者を輩出してい



























Effect of lifesaving activity by amenstruation-related symptoms for
 the female college student lifesaver.
Yuumi INAGAKI, Toshiharu YAMAMOTO, Tsutomu KOMINE
キーワード：月経随伴症状，女性ライフセーバー，監視救助活動，コンディショニング









































を参考に検討し，次の 1 ）から 8 ）までの症状
とした。 1 ）水に入るのが憂鬱， 2 ）水着にな
りたくない， 3 ）生理用ナプキンが自由に換え













年齢（歳） 20.1 ± 1.7
身長（cm） 159.6 ± 5.0
体重（kg） 53.8 ± 5.8
BMI 21.1 ± 1.8
初経年齢（歳） 12.5 ± 1.3
競技歴（年） 2.2  ± 1.2


































図 2 月経随伴症状が監視救助活動へ及ぼす影響 
 
 月経随伴症状のどのような症状が監視救助活動に影響を及ぼしているのかを調査した結果
では、図 3の通り、ライフセーバー特有症状が 26.7％と最も多く、次いで下腹部症状が 26.5％、
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図 5 ライフセーバー特有の症状や月経随伴症状への対処法 
 
 
4.まとめ 
 
 女子大学生ライフセーバーは月経随伴症状保有者が多く、症状は、月経随伴症状に伴う身体
的な症状のみではなく、水着への抵抗感や生理用品の扱いに対する問題意識が強いことが明ら
かとなった。また、これらの症状は監視救助活動に対し、何らかの支障をきたしていることが
推察された。実際のライフセービングにおける監視救助活動では高い集中力が要求されている。
したがって、今後に向けた改善策として、女性が着用する衣類の工夫、監視救助活動中の休息
時間の確保、月経周期中の監視救助に従事する際のシフト面での配慮が必要になってくるので
